
Ｃ 
Ｏ
２

経 

営

環
境
と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

環
境
と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

環
境
と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

と
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売
上
高
１
億
円
当
た
り
の
C
O
2
排
出
量
（
ト
ン
）

キリン
アサヒ
サントリー
サッポロ

ビ
ー
ル
業
界
を
代
表
す
る

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
３
社

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
き
た
。
多
く
の

工
場
で
燃
料
転
換
や
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、

各
社
と
も
に
容
器
包
装
や
配

送
時
の
省
エ
ネ
な
ど
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
幅
広
く
展

開
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
着
実
に
削
減
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
取
材
に
応
じ
ず
）
を

含
め
た
４
社
の
売
上
高
１
億

円
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

（
以
下
「
原
単
位
」）
の
推
移

（
図
１
）
に
注
目
す
る
と
、

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
グ
ラ
フ
で
２
０
０
７
年
度

か
ら
急
激
に
上
昇
し
て
い
る

の
は
、
０６
年
度
以
前
は
ビ
ー

ル
工
場
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

で
、
０７
年
度
以
降
は
ビ
ー
ル

事
業
以
外
を
含
む
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
で
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
同
社
で

は
０８
年
度
に
は
豪
州
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
フ
ー
ズ
社
を
グ
ル
ー

プ
に
加
え
る
な
ど
、
海
外
で

も
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
０８
年
度

の
原
単
位
は
０７
年
度
比
で
も

上
昇
し
て
い
る
。
今
後
は
海

外
企
業
を
含
め
た
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
い
か
に
抑
え
て
い
く

か
が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

ま
た
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は

製
造
系
グ
ル
ー
プ
１２
社
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
元
に
算
出
し

て
い
る
が
、
０８
年
度
の
原
単

位
は
１
億
円
当
た
り
２５
・
４

㌧
と
０４
年
比
で
約
１３
％
の
削

減
を
達
成
し
て
い
る
。
サ
ン

ト
リ
ー
は
、
０７
年
度
以
降
は

グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
む
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
も
と
に
算
出

し
て
お
り
、
０８
年
度
の
原
単

位
は
１
億
円
当
た
り
２０
・
２

ト
ン
と
０４
年
比
で
約
９
％
削

減
し
て
い
る
。

食
品
業
界
最
大
の
グ
リ
ー

ン
電
力
購
入
量
を
誇
る
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
は
、
ビ
ー
ル
醸
造

時
に
最
も
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
す
る
煮
沸
工
程
の
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
約
３０
％
削
減
す
る
独

自
の
新
技
術
「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
煮
沸

法
」
を
開
発
し
吹
田
工
場

（
大
阪
府
吹
田
市
）
で
導
入

し
て
い
る
ほ
か
、
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
燃

料
転
換
な
ど
の
導
入
で
電
力

使
用
や
ボ
イ
ラ
ー
燃
焼
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す

る
な
ど
、
工
場
で
の
省
エ
ネ

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
同
社
が
運
営
す
る
社
有

林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」（
広
島

県
庄
原
市
、
三
次
市
）
は
２

１
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ

を
持
ち
、
年
間
１
万
２
２
０

０
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が

認
証
さ
れ
て
い
る
。

一
方
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
、

先
行
使
用
し
て
い
る
缶
蓋
口

径
の
小
さ
な
「
２
０
４
径

缶
」
を
採
用
し
た
サ
ン
ト
リ

ー
へ
の
規
格
統
一
の
た
め
の

技
術
サ
ポ
ー
ト
や
、
段
ボ
ー

ル
原
紙
共
同
調
達
ス
キ
ー
ム

へ
の
参
加
な
ど
、
競
合
他
社

と
の
共
同
で
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
注
力
し
て
い
る
。

他
に
も
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と

の
共
同
配
送
ル
ー
ト
に
参
加

し
、
両
社
合
計
で
年
間
約

２４
・
４
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

し
た
ほ
か
、
工
場
な
ど
か
ら

商
品
を
出
荷
す
る
際
に
使
用

す
る
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
促
進

の
取
り
組
み
も
開
始
し
た
。

ま
た
、
工
場
の
排
水
嫌
気
処

理
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス

を
燃
料
に
利
用
す
る
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
は
ビ
ー

ル
製
造
で
必
要
な
電
力
の
３

分
の
１
を
ま
か
な
い
、
現
在

７
工
場
で
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
サ
ン
ト
リ
ー
は
、
環

境
負
荷
削
減
の
中
で
も
容
器

包
装
の
取
り
組
み
に
最
も
注

力
し
て
い
る
と
い
う
。
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
や
ガ
ラ
ス
び
ん
を

は
じ
め
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ

ル
も
含
む
多
面
的
な
軽
量
化

を
進
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
自
社
成
型
に
も
取
り
組

む
工
場
も
あ
り
、
９７
年
か
ら

自
社
基
準
「
環
境
に
係
る
容

器
包
装
等
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
設
定
し
て
い
る
。
２

８
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
の
小
容
量

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
入
り
の
飲
料

ラ
ベ
ル
に
は
、
は
が
し
や
す

く
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
な

「
ロ
ー
ル
ラ
ベ
ル
」
を
導
入
。

従
来
品
よ
り
薄
く
小
さ
く
ラ

ベ
ル
を
軽
量
化
す
る
こ
と

で
、
製
造
工
程
で
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
７８
％
削
減

し
て
い
る
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

き
め
細
か
な
省
エ
ネ
展
開

図１ ビール業界４社の売上高１億円当たりのＣＯ２排出量の推移
（ユーレット（http : //www.ullet.com）と各社のＣＳＲレポートおよびＷeb サ
イトのデータを基に作成）
※サッポロホールディングスのＣＯ２排出量は、ビール・ワイン・飲料・外食・
不動産の各事業の合計。

※４社とも物流でのＣＯ２排出量は含まない
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